
１．科目名（単位数） 非営利企業特論　（2 単位） 池袋
３．科目番号 SSMP5361

２．授業担当教員 杉山　章　　

４．授業形態
講義を主にしつつ、質問、報告、討論の時間をつくり進めてい
く。

５．開講学期 秋期

６．履修条件・
他科目との関係

履修条件は特になし

７．講義概要
非営利企業とは何か、営利企業（株式会社など）との相違点を明らかにし、非営利企業の事業分野、経営
管理、企業統治問題などに接近していく。その過程で営利企業との比較、法規制、海外の非営利企業の状
況への理解を深める。

８．学習目標
非営利企業への理解を深め、研究上の問題領域、研究テーマの理解を深めるとともに、社会福祉事業の経
営管理の担当者として必要な専門知識の習得を目標とする。

９．アサイメント
（宿題）及びレポー

ト課題

課題を提供して報告してもらい、リポートを提出する。報告内容について質問、討論を行い、コメントを
行う。

10．教科書・参考書
・教材

教材・資料を配布するが、以下を基本的な参考書として授業で使用するので各自準備すること。
【参考書】1)田尾雅夫・吉田忠彦『非営利組織論』有斐閣　2009 年 ISBN 9784641123892

2)雨森孝悦『テキストブック NPO 非営利組織の制度・活動・マネジメント 第 3 版』
東洋経済新報社 2020 年 ISBN 9784492100356

＜更に深く学びたい学生のために＞
Ｐ.Ｆ.ドラッカー『非営利組織の経営』ダイヤモンド社 2007 年 ISBN 9784478307052

11．成績評価の規準と
評定の方法

○成績評価の規準
１．非営利企業の定義と社会的役割についてまとめ、報告できた。
２．非営利組織の特異性、ガバナンスについて説明できた。
３．社会福祉事業の内容について、説明できた。
４．社会福祉施設における人材マネジメントについて説明できた。
○評定の方法
日常の授業参加の積極性　20％
中間報告レポート　　　　30％
期末レポート試験　　　　50％

12．受講生への
メッセージ

社会福祉事業を経営している主体の多くは非営利企業で、これに株式会社が参入して、「社会的企業」と
いう概念が生まれている。社会福祉事業を経営している企業の経営管理、企業統治は営利企業に比べて立
ち遅れており研究分野としても多くの研究者に参加してほしい分野である。

13．オフィスアワー 別途お知らせする。
14. 学習の展開及び内容【テーマ，学習の目標，学習の内容，キーワード，学習の課題，学習する上でのポイント等】

1. テ ー マ 非営利企業とは何か（１）定義と社会的役割を考える

【学習の目標】　非営利企業の特徴について説明できるようになる。
[学習の内容]   ボランティア、NPO、NGO の違い

【キーワード】　NPO、NPO 法人
[学習の課題]　　社会福祉法人の特徴を理解する。

【参考文献】　　参考書１）第１章　非営利組織とは何か p1
[学習する上での留意点]　非営利組織と他の組織の目的、剰余金の違いを理解する。

2. テ ー マ 非営利企業とは何か（２）制度と仕組み、組織形態

【学習の目標】　非営利組織の存在理由について説明できるようになる。
[学習の内容]　　非営利組織の役割

【キーワード】　法人の種類
[学習の課題]　　法人の機関、ガバナンスについて理解する。

【参考文献】　　参考書１）第１章　非営利組織と何か：制度としくみ p18
[学習する上での留意点]　ネットワークと非営利組織の形成を理解する。

3. テ ー マ 非営利組織を立ち上げる

【学習の目標】　非営利組織におけるアントレプレナーの役割について説明できるようになる。
[学習の内容]　　ボランタリズム、組織の成り立ち、組織への成長

【キーワード】　アントレプレナー
[学習の課題]　　具体的な成長モデルを考える。

【参考文献】　　参考書１）第２章　非営利組織を立ち上げる：非営利組織における起業家 p38
[学習する上での留意点]　企業家から経営者へのマネジメントの変化を理解する。

4. テ ー マ 非営利組織の発展と挫折

【学習の目標】　アントレプレナーの組織として代継承の重要性について説明することができる。
[学習の内容]　　代継承の重要性、発展途中での挫折

【キーワード】　ネットワークとしての組織
[学習の課題]　　組織であるために、組織とは何かを考える。

【参考文献】　　参考書１）第２章　非営利組織を立ち上げる：組織としての発展と挫折 p44
[学習する上での留意点]　非営利組織が活動を続けることの意味を理解する。



5. テ ー マ 報告、討論、中間リポート

【学習の目標】　これまでの授業内容の理解、研究上の関心あるテーマの確認をする。
[学習の内容]　　非営利組織とは何か、非営利組織を立ち上げる
[キーワード]　　NPO 法人、法人の種類、起業家

【参考文献】　　参考書１）第１章から第２章　および　参考書２）第１章
[学習する上での留意点]　非営利組織と営利組織の相違点を理解する。

6. テ ー マ 非営利組織を動かす（１）

【学習の目標】　サービス組織の位置づけと特異性について説明できるようになる。
[学習の内容]　　組織としての特異性、ガバナンスとマネジメント

【キーワード】　ガバナンス
【参考文献】　　参考書１）第３章 非営利組織を動かす：ガバナンス p64
[学習する上での留意点]　NPO 組織と営利組織のガバナンスの機能を理解する。

7. テ ー マ 非営利組織を動かす（２）　中間報告レポートの説明

【学習の目標】　ビジョンとミッションの相違について説明できるようになる。
[学習の内容]　　ミッションの確立と変容

【キーワード】　ミッション
[学習の課題]　　ミッションの維持

【参考文献】　　参考書１）第３章 非営利組織を動かす：ミッションの変容 p73
[学習する上での留意点]　ミッションとビジョンとの相違を理解する。

8. テ ー マ 非営利組織を機能させる（１）マネジメントの独自性

【学習の目標】　非営利組織に適合的な仕組みについて説明できる。
[学習の内容]　　管理の構造、マネジメントの工夫、マネジメント・コントロール

【キーワード】　マネジメントの独自性
[学習の課題]　　非営利組織と非営利組織におけるマネジメントの特徴を明確にすること。

【参考文献】　　参考書１）第４章 非営利組織を機能させる：管理の基礎 p85
[学習する上での留意点]　営利組織との競合について、明らかにする。

9. テ ー マ 非営利組織を機能させる（２）人的資源

【学習の目標】　非営利組織のリーダーの役割について説明できる。
[学習の内容]　　非営利組織における人的資源管理

【キーワード】　リーダーシップ
[学習の課題]　　非営利組織ならではのリーダーシップの在り方と重要性を考察する。

【参考文献】　  参考書１）第４章 非営利組織を機能させる：人的資源の管理 p101
[学習する上での留意点]　人的資源をどのように生 かすかを考える。

10. テ ー マ 報告、質問、討論、および最終レポートの説明

【学習の目標】　授業内容への理解度、興味あるテーマへの研究の集中の接近
[学習の内容]　　非営利組織を動かす、非営利機能を機能させる
[キーワード]　　ガバナンス、ミッション、マネジメントの独自性
[学習の課題]　　非営利組織の特異性、非営利組織の管理の構造を理解する。

【参考文献】　　参考書１）第３章及び第４章　および　参考書２）第４章
[学習する上での留意点]　人材不足を補うためのマネジメントの必要性を理解する。

11. テ ー マ 非営利組織を活かす（１）非営利組織の特徴

【学習の目標】　組織の環境認識の変化について説明できるようになる。
[学習の内容]　　組織と環境、マネジメントの視点から見た非営利組織の特徴

【キーワード】　環境適応
[学習の課題]　　サービスの受け手と様々なステークホルダーとの複雑な関係性を理解する。

【参考文献】　　参考書１）第５章　非営利組織を活かす p113
[学習する上での留意点]　非営利組織の業績尺度について収益以外の要素を理解し、その複雑性を考察する。

12. テ ー マ 非営利組織を生かす（２）経営戦略のパターン

【学習の目標】　経営戦略のパターンについて説明できるようになる。
[学習の内容]　　事業構造の戦略、競争戦略、協調戦略
[キーワード]　　競争戦略
[学習の課題]　　非営利組織の資源リソースの多様性や組織間調整の関係を理解する。

【参考文献】　　参考書１）第５章　非営利組織を活かす：経営戦略のパターン p128
[学習する上での留意点]　非営利組織の行動を規定するミッションと政府や外部組織の関係性の複雑さを考察する。

13. テ ー マ 社会との関係をつくる

【学習の目標】　非営利組織とパートナーシップとの関係について説明できるようになる。
[学習の内容]　　行政と非営利組織との関係パターン、企業との関係
[キーワード] 　 マルチ・セクター・パートナーシップ
[学習の課題]　　非営利組織と社会、行政、企業との関係について理解する。

【参考文献】　　参考書１）第６章　社会との関係をつくる p145
[学習する上での留意点]　行政と非営利組織との関係について理解する。



14. テ ー マ 組織として維持する

【学習の目標】　非営利組織の資金調達と評価システムについて説明できるようになる。
[学習の内容]　  財源の確保、評価法、評価のフィードバック

 [キーワード]　  財源の多様性、評価システム、
[学習の課題]　  経営資源の調達や組織を維持するための評価手法、フィードバックについて考える。

【参考文献】　　参考書１）第７章　組織として維持する p167
[学習する上での留意点]　財源確保の手段としてのイベント、評価の問題について目的、手法について異なるので評価ポイントの

基準について検討する。

15. テ ー マ 非営利組織の今後を考える：講義全体のまとめ、　期末レポート試験の説明

【学習の目標】　マネジメントの重視について説明できるようになる。
[学習の内容]　  マネジメントの必要性、組織の変革
[キーワード]  　ボランティアの限界　変革の視点
[学習の課題]　  非営利組織の様々な価値意識の相違、管理システムと利用者からの多様なサービス要請の関係、および

支援システムの不備の影響を考察し、持続可能性を高めるシステムを考える。
【参考文献】　　参考書１）第８章　非営利組織の今後を考える p189　および 参考書２）第５章
[学習する上での留意点]　ボランティアの組織化や価値意識を認め合うための方法を検討する。


